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「New Relic」の導入支援サービス・導入後の伴走型サービスの提供を開始 
 

 

当社は、別紙のとおり、企業のデジタルトランスフォーメーションの実現に向け「オブザーバビリ

ティ」の重要性に着眼し、本分野のリーディングカンパニーである New Relic（本社：米国、以下

New Relic）とパートナー契約を締結し、本日より、導入支援サービスならびに導入後の伴走型サ

ポートサービスの提供を開始いたしましたのでお知らせ致します。 

以上 

 

  



BeeX New Relic の導入支援サービス・導入後の伴走型サービスの提供を開始 

〜New Relic 社とパートナー契約を締結。オブザーバビリティ実現を導入から活用

までトータルで支援〜 

 

株式会社ＢｅｅＸ（本社：東京都中央区 代表取締役：広木 太、以下BeeX）は、

企業のデジタルトランスフォーメーションの実現に向け「オブザーバビリティ」の

重要性に着眼し、本分野のリーディングカンパニーである New Relic（本社：米国、

以下 New Relic）とパートナー契約を締結し、本日より、導入支援サービスならび

に導入後の伴走型サポートサービスの提供を開始いたします。 

 

今後 BeeX は New Relic の導入時のコンサルティング/PoC 支援・導入支援・導入後

の伴走型サポート等のサービスを強化と、継続的な New Relic と連携により、企業

のデジタルサービスの強化を支援してまいります。 

 

     背景と目的 

企業のデジタルトランスフォーメーション（以下、DX）実現のため、システムは今

まで以上に API（アプリケーションプログラミングインターフェース）をベースと

して連携していくとともに、ニーズに応じて柔軟に変化していくことが求められて

います。そのようなシステムに対応するためには従来型のモニタリングを中心とす

るシステム監視・運用では限界があり「オブザーバビリティ」の必要性が注目され

ています。 

 

オブザーバビリティとは、システムの状態に関連するすべての情報を調査し、パフ

ォーマンスデータを一元化してリアルタイムに表示することにより、システム内部

の状態や、なぜそうであるのかを把握したりする能力を指します。これにより迅速

な問題の特定と根本原因の発見・解決が可能となります。モニタリングが追跡でき

るのは顕在化している問題だけですが、オブザーバビリティがあれば異常の原因の

把握や、未知の問題を理解することに役立ち、デジタルビジネスの最適化が実現さ

れます。 

 

BeeX は New Relic の先進性に注目し、SAP の運用サービスとして New Relic 社の

製品を利用してサービスを提供してまいりました。一方でお客様より「自社で New 

Relicを導入して使いこなしたい」「SAP以外の製品に展開したい」という多くの要

望をいただいておりました。これらのご要望にお答えするため、新たに、New Relic



の導入支援サービスならびに導入後の伴走型サービスを開始したします。 

 

＜BeeX が提供する主な導入サービス＞ 

導入コンサルティング 

PoC 支援  

要件定義／導入設計／運用設計 

各種導入設定作業／テスト 

導入後の伴走型サポート 

 

 

BeeX は、これまで SAP 等を中心とする基幹システムのクラウド移行・運用、クラ

ウド上でのクラウドネイティブのアプリケーション開発などを提供してまいりまし

た。その知見をもとに New Relic の導入におけるコンサルティング、PoC 支援及び

要件定義・設計・導入から導入後のサポートまでトータルでご支援致します。 

 

BeeXは、今後も顧客企業のニーズに合わせた最適なソリューションを提供していく

ことで、企業のデジタルトランスフォーメーションを支援していきます。 

 

 

New Relic 株式会社 代表取締役社長 小西 真一朗氏からのコメント 

 「BeeX の導入支援サービス・導入後の伴走型サポートサービスの提供開始を歓迎

します。様々なデジタルサービスが私たちの生活や事業を支え、そのシステムも

日々改善・最適化されている一方で複雑化する環境下における運用負荷の増大が課

題になっています。New Relic によって提供されるオブザーバビリティにより、デ

ジタルサービス・ビジネスによる競争力向上に貢献できることを願っています。」 

 

 

※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了

承ください。 

  



■会社基本情報 

会社名：株式会社ＢｅｅＸ 

（東京証券取引所 グロース市場：証券コード 4270） 

所在地：東京都中央区銀座7-14-13 日土地銀座ビル10F 

設立：2016 年3 月 

代表者：代表取締役社長 広木 太 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 株式会社ＢｅｅＸ 

 ビジネス開発推進本部  塙（はなわ） 

mail：beex-marketing@beex-inc.com 
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